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コンパクト 機関全長が短い為、機関室を無理なく、
2～3フレーム分小さくできます。

軽量

17フレーム分に短縮にした機関室

6DKM-26

3

機関が軽量の為、載貨重量を増やすことができます。
また、メンテナンス作業が楽になります。

6DKM-26の機関重量は減速機を含め白油油送船21.5トン、黒油油送船21.3トン
と従来型機関の35トンに比べ13.5～13.7トン軽量です。更に、軸発及び発電機を
加えると、白油油送船で15.5トン、黒油油送船で15.8トン軽量です。
これにより、15トン以上載貨重量を増やすことができます。
また、主要部品が小型・軽量の為、メンテナンス作業の効率や安全性が向上します。　

3フレーム相当分貨物槽容積を大きくすることができます。

厚肉構造により剛性強化
ボアクーリング方式による
燃焼面冷却
ヘッドボルトは４本油圧締
め

シリンダヘッド

ブロック方式
シリンダヘッド横入れ
燃料通路の短縮化

燃料高圧管

高圧噴射型、最適噴霧
耐キャビテーション

燃料噴射ポンプ

大径カム軸
油圧調整式燃料カム

カム・カム軸

厚肉高剛性
耐摩耗特殊鋳鉄製
ボアクーリング方式
プロテクトリング付

シリンダライナ

高剛性・大径ピン、
ジャーナル
高周波焼入れ
CGF鍛造品
十分な油膜厚さ確保、油膜
圧力低減

クランク軸

防火仕様型カバー付
排気抵抗の少ない形状

排気管

大容量、フレーム一体構造
吸気管

ノジュラー鋳鉄一体型
リング溝、リングにはクロ
ムメッキ

ピストン

大端部水平3分割
連接棒

吊りメタル方式
主軸受、サイドボルト油圧
締め
据付足部、隔壁リブ剛性強
化
C.W.主管鋳抜内蔵型
L.O.主管ドリル加工内蔵型

エンジンフレーム

耐摩耗性、耐腐食性
アルミ合金メタル

メインメタル・
クランクピンメタル

信頼性と耐久性が更に進化

749G/T油送船用 主機関

6DKM-26
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高経済性 燃料及び潤滑油の消費が少なく、
また、メンテナンス費用も少なく、非常に経済的です。

燃料消費
大きなプロペラを低回転で回す方がプロペラ効率が向上します。つまり、同一船速が
省出力で得られます。ダイハツ主機関は減速機により、船型に最適なプロペラ径と
回転数が選択できます。一例として、航走推定曲線を示します。この計算結果では、
12.5ノットで年間4,000時間運航した場合、プロペラ回転数が低く、プロペラ径の
大きいCase1では消費量975キロリットルで約62,600千円になります。

潤滑油消費
12.5ノットで年間4,000時間運航した場合、
6DKM-26のカタログ値では消費量5,757リットルで約1,150千円になります。
実績では、その約半分です。

Case1

Case2

定格出力

kW（PS）

1,618（2,200）

1,618（2,200）

プロペラ回転数

min-1

215

280

プロペラ径

mm

2,900

2,600

船速

Knot

13.4

12.8

プロペラ効率

0.55

0.51

機　関

6DKM-26

シリンダ注油機関

潤滑油消費率

g/kWHr（g/PSHr） kg

消費量及び価格（4,000時間）

L 千円
備考

メンテナンス部品費用
主要部品が小型軽量の方が、メンテナンス作業時間を短縮することができます。
また、部品が小さければ、部品価格が安くなるものもあります。
6DKM-26は船速に対する機関負荷率が低い為、部品交換インターバルが延びます。
499G/T貨物船での一例を示します。

保証ドック
（1年目）

130

中間検査
（2.5年目）

1,200

合ドック
（4年目）

900

Case1

Case2

kW（PS）

1,217（1,655）

1,307（1,777）

 負荷率（%）

75.2

80.8

必要出力（12ノット時） 燃料消費率

g/kWHr （g/PSHr）

198.5（146）

198.5（146）

kg

消費量及び価格（4,000時間）

千円

62,643

63,602

kL

（C重油 2006年平均 51,163円/kL - 「月刊内航海運」誌2007年7月号）
（200,000円/kL - 2007年6月末現在）

4 5

6DKM-26

注）プロペラメーカー計算書に基づく（一例）

（燃料油比重 0.991）

（潤滑油比重 0.93）
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船速（Knot）

Case2
1,307kW（80.8%）

Case1
1,217kW（75.2%）

船体要目
Lpp

B

D

d

△

Cb

69.95

11.60

5.50

4.84

2,839

0.704

m

m

m

m

Ton

966,219

980,998

975

990

1.1　（0.8）

0.54 （0.4）

1.7　（1.3）

5,354

2,629

8,890

5,757

2,826

9,559

1,151

565

1,912

カタログ値

実績値（一例）

カタログ値

6DKM-26 メンテナンス部品費用実績一例（千円）

定期検査
（5年目）

2,500

軸発・前端駆動発電機
航海時、出入港時及び荷役時の電力が軸発や前端駆動発電機でまかなえます。
この様に主機関6DKM-26で発電した方が燃料消費率の高い小型発電機より
経済的です。
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騒音・振動
6DKM-26を搭載すると、騒音や振動が低くなります。
また、負荷が上がる程、機関から離れる程、騒音、振動共低くなります。
振動が小さい為、航海計器類及び機器類の寿命が延び、作業の安全性も向上します。

負荷

50%

70%

負荷

50%

70%

機関室下段

104.4 

104.4 

機関室中段

86.0

87.6

ボートデッキ

69.5

67.8

ブリッジ

68.0 

67.4 

機関室下段 機関室中段

11.0

11.0

ボートデッキ ブリッジ

8.0 

9.0 

航海計器類及び
機器類の

寿命が延びます。

7

6DKM-26

騒音実測値 dB（A）

振動（垂直方向）実測値 - 両振幅 μm

6DKM-26騒音実船計測データ（499G/T貨物船）

6DKM-26振動実船計測データ（499G/T貨物船）

10.0

9.0

10.0

8.0

499G/T貨物船での実船計測データの一例を示します。

環境 NOｘ、CO2の排出量が少なく、また、振動、騒音も少ない為、
「地球と人に優しい船」に貢献します。

NOx
IMOの規制値は中速機関に厳しくなっています。
しかし、6DKM-26は規制値12.07g/kWHrより十分下回っています。

CO2 
CO2の排出量は燃料消費量に比例します。
従って、低回転・大口径プロペラ（Case1）を採用すれば、
CO2の排出量を低く抑えることができます。
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定格出力
機関回転数
シリンダ数
シリンダ径
ストローク

1,618kWm（2,200PS）
720min－1

6　　
260mm   
380mm   

■ 主機関（6DKM-26）主要目

■ 寸法図

機関

減速機

18.0トン
  3.5トン（RCB-25HG）
  3.3トン（RCB-25H）

■ 重量

減速比
プロペラ回転速度
プロペラ径

3.000～3.400
212～240min－1

2,800～2,900mm

■ 減速機（RCB-25H（G））主要目
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